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マルチホップアドホックネットワークにおける自立予約型通信の検討 











SRAP(Scheduled Random Access Protocol)[1]をベース
として, マルチホップに拡張した Multihop-SRAP を検討
する.  
 
2 SRAP(Scheduled Random Access Protocol) 
 高トラフィック環境において高いスループットを実現
することが出来る MAC プロトコルである. 通常時は従来
方式で通信を行い, パケットの衝突回数からトラフィッ
クが高くなったと判断した端末(以下 head 端末)によって
予約型の通信方式である SRAP が開始される. SRAP は
SP(Schedule Period)と CP(Contention Period)の 2 つの
期間からなる SF(Super Frame)で構成される. 図 1に SRAP
の SF構成の例を示す. SPと CPは head端末が送信するビ
ーコンによって区別される. CP では従来方式での通信を
行い, CP内で通信成功した端末は SPにて送信機会がスケ











となることが出来るものとし, さらに複数の head が存在





に SPから脱退する方式とした. また, SRAP グループ端末
が head 端末からのビーコンを受信できなかった場合の対
応策として, GRTS/GCTS(Group RTS / Group CTS)を取り入








マルチホップ環境において SP 内衝突処理と GRTS/GCTS
を実装した SRAP と従来方式の性能比較を行った. 図 2 は
端末数を 45台, フレーム長を1500byteとしてシミュレー
ションを行ったスループット(Mbits/sec)と再送回数のグ
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図 1 : SRAP フレーム構成 
図 2 : シミュレーション結果 
